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今年 5 月、久し振りの海外出張に行きました。ホノルルで開催されたトライアスロン大会のスポンサー
としてのお手伝いと、今春発売した海外旅行保険（※ 1）のプロモーション活動が目的です。大会には多く
の日本人アスリートも参加されていて、私自身も 10 キロランに挑戦しました。コロナの収束と共に活気
あふれる風景が戻ってきたことを強く実感できました。

「新しい時代に新しい保険を」これは当社の企業理念です。当社の海外旅行保険もそんな思いを込めて
誕生しました。

コロナの感染拡大、多発する自然災害、緊張が続く国際情勢など、近年、業界を取り巻く事業環境は厳
しさを増してきましたが、当社においてはお客様からのご支援、ご評価を支えとして、増収増益を達成
することができました。
私が着任した 3 年前に 389 億円だった元受正味保険料はまもなく 500 億円（※ 2）に届く見込みです。
着任 1 年目に単年度黒字を達成し現在は過去最高益を更新中です。芦田愛菜さんを起用した TVCM も
好評で、多くの新しいお客様が当社の保険にご加入くださっています。

今以上にお客様の期待に応えられるよう、今年度、当社は新たな中期５か年経営計画を策定しました。
トップライン（売上目標）ボトムライン（利益目標）に加え、第三の指標としてクオリティライン（品質の
向上）を目標に加えました。更にこれからの５年間の基本戦略として「ACT 05」を策定しました。

「ACT 05」とは「5 つの重点戦略を実行する」という意味で、次の 5 つを掲げました。
　1. 確実かつ持続可能なオーガニックグロース
　2. グループシナジーとオープンアライアンス
　3. ネットとリアル、リテールとホールセール
　4. DX、CX の加速と BX の推進による収益性向上
　5. クオリティラインを第三の経営指標に

「ACT 05」には、様々な目標に対して「0.5 ポイント」でも「半歩前進」でも良いので、確実かつ持続的
に達成していきたい、という私の願いも込めました。

令和５年に新たな５か年計画がスタートします。
「ACT 05」は当社の戦略テーマであると共に私自身の
行動計画です。行動すること、ゴールまで走り抜くこと。
そんな姿を皆様にお見せできるよう、これからも頑張っ
て参ります。

SBI 損害保険株式会社
代表取締役社長　五十嵐 正明

行動すること、走りぬくこと・・・当社の新たなチャレンジトップメッセージ

※ 1  「SBI 損保の海外旅行保険」正式名称 : リスク細分型特定手続用海外旅行保険
※ 2   2023 年 3 月末における当社の元受正味保険料は、49,654 百万円です。
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本冊子は、保険業法第 111 条に基づき、SBI 損保
の考え方や特色、保険サービスに対する取り組み、
財務情報などを紹介させていただくために作成し
たディスクロージャー誌です。当社についてご理
解いただく上で、お役に立てていただければ幸い
です。

会社概要

名称	 SBI 損害保険株式会社
英文名称	 SBI Insurance Co., Ltd.
創業	 2006 年 6 月 1 日
資本金	 110 億円
正味収入保険料	33,414 百万円
総資産		 58,811 百万円
本店住所	 東京都港区六本木 1-6-1
	 泉ガーデンタワー 16F

本店六本木オフィスの執務スペース

新宿オフィスのリフレッシュスペース
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ACT05： 2023-2027 中期5か年経営計画における基本戦略Topic 1

当社は企業としての存在意義を明確にするとともに、持続可能な成長を目指すため、企業理念、コーポ
レートスローガンのほか 5 か年の中期経営計画を策定しています。今年度の中期経営計画（2023 年度
-2027 年度）においては、5 つの基本戦略ポイントを “ACT05” として定め、「オーガニックグロースと
飛躍に向けたチャレンジ」へのスローガンとしています。

1.持続的成長

2.社会的責任

3.顧客志向／CX

4.先進志向／DX5.引受支払体制

6.株主価値最大化

7.社員満足度向上

CXデザイン
チーム

リーン
プロジェクト

DX Force
2021

顧客満足度
向上PT

全社KSF
（Key Success Factor）

DXの推進
保険エコシステムの構築

CXの追求
アジャイルオーガニゼーション
収益力の改善と財務基盤の強化

地方創生への貢献
エンゲージメントの向上
ニューノーマルへの対応

部門別KSF
データ・ドリブンマーケティング

ネットとリアルの融合
商品の開発・アンダーライティングの高度化

財務基盤の更なる充実・経理業務の更なる高度化
サステナビリティ（ESG経営）

収益性向上
収益源の多様化

ダイバーシティ経営
次世代を見据えた情報システム・情報セキュリティの構築

顧客中心主義の徹底と業務効率・業務品質の改善 
コンプライアンスの推進と企業倫理の定着

コーポレートガバナンス・リスクマネジメントの強化

企業理念
新しい時代に、新しい保険を

コーポレートスローガン
プライスリーダーからゲームチェンジャーへ

確実かつ持続可能な
オーガニックグロース

グループシナジーと
オープンアライアンス

ネットとリアル
リテールとホールセール

DX、CX加速と
BX推進による収益性向上

A C TA C T 0 50 5

クオリティラインを第三の経営指標に

5 つの戦略ポイント　オーガニックグロースと飛躍に向けたチャレンジ 

7 項目の KGI「7Goals」
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グループシナジーとオープンアライアンスTopic 2

SBI グループでは、600 を超えるグループ企業が相互に連携し、グループシナジーを最大化するとともに、
グループ外の企業グループとも積極的に連携する「オープンアライアンス戦略」を推進しています。

グループシナジーとオープンアライアンス

SBI グループ企業との協業

◆ アプラス・あいおいニッセイ同和損保と、デジタルを活用した顧客体験価値向上に向けた協業を開始

◆ ARUHI との協業

住宅ローン最大手アルヒ株式会社「ARUHI」と
2023 年 4 月から協業を開始しました。SBI 損
保の Web サイトや ARUHI マガジンなどを通じ、
相互送客を進めています。今後は SBI グループ
のビックデータ・テクノロジーを生かした共同商
品開発などを検討していきます。

◆ ピーステックラボとの協業

SBI グループの投資先であるピーステックラボと
協業し、シェアリングエコノミーの普及に対応し
たプラットフォーム「アリスプライム」向けの保
険商品を開発しました。

SBI 損保は、SBI 新生銀行グループ各社とさま
ざまな取り組みを進めています。その一例が、
アプラスが提供するネオバンク・プラットフォー
ム「BANKIT」を活用した協業です。
今後は、この 3 社のグループの各社が持つ独自
性や特徴を生かし、新しいビジネスモデルの構
築や地方創生などの事業創造にもチャレンジし
ていきます。
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オープンアライアンス

◆ 三井住友カードとの協業

SBI グループと SMBC グループは、2022 年 6 月
に包括的資本業務提携に関する基本合意書を、
SBI インシュアランスグループ株式会社と三井住
友カード株式会社は、2022 年 11 月に業務提携
に関する基本合意書をそれぞれ締結しました。
両 グル ープの 業 務 提 携 の 一 環として、 当社
も、三井住友カードのデータ分析支援サービス

「Custella」を用いた自動車保険募集の取り組み
を、2023 年 1 月から開始しています。

◆ BYD との協業

2023 年 1 月から日本で電気自動車の販売を開
始した BYD Auto Japan と提携し、BYD 向け専
用自動車保険「BYD e 自動車保険」を提供して
います。
BYD にダイレクト型自動車保険を提供するのは、
SBI 損保のみです。

◆ ANA との協業

ANAマイレージ会員 2,600 万人に向けて、SBI
損保の「自由診療型がん保険」の販売を 2023
年 5 月から開始しました。

◆ IDOM との協業

「ガリバー」ブランドを運営する IDOM と、DX
推進・CX 向上を目指し、2023 年 4 月から協業
を開始しました。損保業界初のお客さま・保険
会社修理工場の 3 者のコミュニケーションツー
ルを導入し、お客さまへのタイムリーな情報提
供を実現しています。

BYD Auto Japan 東福寺厚樹社長 ( 右 ) と
SBI 損保社長 五十嵐正明 ( 左 )
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地域金融機関との提携

地方創生への取り組みTopic 3

SBI グループでは「地方創生への貢献」を重要な経営戦略として、各地域の金融機関との業務・資本提
携をはじめとする地域創生への取り組みを行ってきました。SBI 損保も、こうした SBI グループ全体の
取り組みに連動して、地域金融機関との業務提携・商品提供を続けてきました。また、Jリーグ大分トリニー
タのスポンサーを 2020 年から務めたことがきっかけで、大分県での活動も大きく広がってきています。

全国 29 の金融法人で、当社保険商品をお取り扱いいただいています。特に「SBI 損保のがん保険」（※）
の団体向け補償制度は、お客さまにお手頃な保険料でご加入いただけることから、多くの地域金融機関に
導入されています。また大垣共立銀行他と健康口座事業をすすめるなど、販売提携以外の協業も広がって
います。

※ 正式名称：がん治療費用総合保険
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大分県との連携

◆ 第 17 回「エコノミクス甲子園」大分大会を主催

大分県・大分県教育委員会後援の下で、第 17 回
全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミク
ス甲子園」の地方大会として大分大会を主催し、
高校生が楽しく金融経済を学べる機会を提供し
ました。
当日は大分県内 7 高校から、20 チーム・40 名
の高校生が参加し、熱い戦いを繰り広げました。

◆ 「健康寿命日本一おおいた推進フォーラム」参加

大分県の「健康寿命日本一おうえん企業」であ
る当社は、大分市で行われた「健康寿命日本一
おおいた推進フォーラム」に参加しました。
当日は、大分県民の健康寿命延伸を目指し、乳
がんに関する啓発・予防活動を行いました。

◆ 「親子サッカー教室」開催

大分トリニータのスクールコーチを講師にお招き
し、小学生と保護者の方たちを対象とした「親子
サッカー教室」を、昭和電工ドーム大分 ( 現レ
ゾナックドーム大分) にて開催しました。
スポーツの楽しさを親子で体験していただくこと
で、地域の活性化につながる取り組みとなりま
した。

◆ 大分県警察本部から感謝状贈呈

大分県内における特殊詐欺被害防止活動および
交通安全啓発活動に貢献したとして、大分県警
察本部から感謝状を贈呈されました。
大分県警察・大分トリニータと交通安全啓発の
TVCM を共同制作するなどの活動が評価されま
した。
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企業の社会的責任（CSR）Topic 4

SBI グループは、創業以来、社会の一員としてさまざまなステークホルダーとの調和を図りながら、社
会の維持・発展に貢献してきました。
当社においても、損害保険事業の社会性、公共性を認識し、社会を持続・発展させるための企業として
の責任（Corporate Social Responsibility, CSR）を果たすべく、積極的な活動を行っています。
同時に当社は、2015 年に国連で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に基づき、
持続可能な開発目標（SDGs）の達成に当事者意識を持って取り組みを続けています。

当社は、CSR の形の一つとして、事業で得られた収益の一部を社会に還元すべきと考えています。世界
の共通言語であるサッカー（フットボール）への支援は広く社会の共感を得られ、また、地域に根差した
クラブチームである大分トリニータを地元のファンとともにサポートすることは、SBI グループが掲げる「地
方創生」の理念にもつながると考え、2020 年よりスポンサーを務めています。

基本的な考え方

大分トリニータとの取り組み

写真左：大分トリニータのマスコット、
ニータン ( 右 ) とリッジー ( 左 )
写真右：当社のロゴが入った大分トリ
ニータのユニフォーム ©OITA.F.C.

◆ 「SBI 損保スペシャルデー “安心と安全のワンダーランド”」開催

大分トリニータの当社冠試合において、交通安
全や健康、未来をテーマとした 6 つのブースを用
意し、入場者が楽しみながら「安心」「安全」を
考え、体験できるスタンプラリーを開催しました。

【交通安全を考えるブース】
大分県警が協力。パトカーや
白バイの展示、自動車シミュ
レータの設置など。

【防災と防犯を考えるブース】
大分市消防局が協力。「住宅
防火いのちを守る 10 のポイ
ント」チラシの配布など。

【健康と安心を考えるブース】
たばこの影響を知り、自分の
健康は自分で守ることを学ぶ
ブース。

【がん撲滅を考えるブース】
がんを学んで検定を受けられ
るブース。ピンクリボンティッ
シュもプレゼント。

【子どもの未来を考えるブース】
子ども虐待防止オレンジリボ
ン運動に関するブース。特製
ボールペンもプレゼント。

【未来の保険を考えるブース】
こんな保険が欲しい！をテー
マに保険のアイデアを投票で
きるブース。
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ホノルルトライアスロン協賛 子ども虐待防止への取り組み

スポーツ支援と海外旅行復活の後押しを目的に、
CSR の一環として、2023 年 5 月にハワイで開
催されたホノルルトライアスロン大会に協賛しま
した。

SBI グル ープ は「公益財団法人 SBI 子ども希望
財団」を中心に、児童福祉問題に取り組んでい
ます。当社も本財団が後援する「オレンジリボン
運動」（児童虐待防止の社会的啓発運動）に賛
同し、啓発に努めています。 

損害保険業界としての取り組み

当社は、一般社団法人日本損害保険協会（「損保
協会」）の一員として、損害保険の普及啓発・理
解促進活動および事故、災害ならびに犯罪の防
止・軽減に向けた社会貢献活動に取り組んでおり、
SDGs の達成にも貢献しています。

◆ 損害保険の普及啓発・理解促進
損保協会ホームページや講師派遣活動などを通
じて、損害保険に関する各種情報を発信し、損
害保険に関する金融リテラシーの向上に取り組
んでいます。特に地震保険・自賠責保険の普及・
啓発には力を入れています。

◆ 交通安全対策
自賠責保険の運用益を自動車事故防止対策・被
害者支援等に活用すると同時に、交差点事故・
自転車事故・高齢者の交通事故・飲酒運転の防
止活動に取り組んでいます。

◆ 防災・自然災害対策
幼児から中高生向けの各種防災教育教材や「そ
んぽ防災 Web」を通じた情報・ツールの提供を
はじめ、地域の安全意識の啓発や、防災力・消
防力強化への取り組みを行っています。

その他の取り組みは損保協会のホームページも
ご参照ください。 (https://www.sonpo.or.jp/)

◆ 犯罪防止対策

自動車盗難の防止や子どもたちの安全教育の推
進のほか、急増する住宅修理業者に関するトラ
ブルへの注意喚起や、保険金不正請求防止に向
けた取り組みにも注力しています。

◆ 環境問題への取り組み

2021 年に策定した「気候変動対応方針」にした
がい、新たな「環境取組みに関する行動計画」
を 2022 年 2 月に制定し、環境問題に取り組ん
でいます。また、「経団連 カーボンニュートラル
行動計画」および「経団連 循環型社会形成自主
行動計画」に参加し、CO2 排出量の削減および
廃棄物排出量の削減等について、損害保険業界
としての目標を設定し、その実現に向けて取り組
んでいます。
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外部機関からの評価

◆	医師100 名の 93％がSBI 損保のがん保険を
人に勧めたいと評価

2021年 8月に、がんの診療に直接携わる医師
に対し、「SBI 損保のがん保険」について「他人
への推奨意向」「自身での利用意向」に関する
調査を行いました。調査の結果、医師100 名の
93%が「他の人に勧めたい」と回答、85%が「自
身で利用したい」と回答し、保険商品で唯一の
「AskDoctors 医師の確認済み商品」に引き続き
認定されました。
2018 年の前回調査では推奨意向 87％、使用意
向75％であり、大幅に前回の結果を上回りまし
た。

◆	「HDI 五つ星認証」を獲得

「HDI 格付けベンチマーク」問合せ窓口・Web
サポートの両部門で 5年連続最高ランクの三つ
星に加え、「HDI 五つ星認証プログラム」にお
いて初の「五つ星認証」を獲得しました。当社
のコンタクトセンターがリーダーシップを発揮
し、顧客中心主義をベースとした当社の方針と
戦略に基づき、サービス・パフォーマンスの改
善や従業員満足度の向上に向けた取り組みを推
進していることなどが認められました。

2021年 8月　AskDoctors調べ

2023 年 オリコン顧客満足度R調査
自動車保険 保険料1位

◆	オリコン顧客満足度®ランキング 
	 自動車保険 保険料 第1位

株式会社 oricon ME が発表した「2023 年 オ
リコン顧客満足度 ® 調査」において、自動車
保険 保険料で第 1 位を獲得しました。自動車
保険 保険料は 11 度目となる満足度ナンバーワ
ンの獲得となりました。

◆JFIA「コラボレーション部門優秀賞」受賞

当社とスタートアップ IB 社・チューリッヒ保
険・ライフネット生命の 4 社で推進している共
同プロジェクトが、金融イノベーションの取り
組みを表彰する Japan Financial Innovation 
Award 2023にて「コラボレーション部門優秀
賞」を受賞し、一般社団法人金融革新同友会
FINOVATORSから表彰されました。

広報トピックスTopic 6

※　2023 年 オリコン顧客満足度® 調査 自動車保険ラン
キングは、自動車保険について、過去 4 年以内に自分
が運転していて自動車保険を適用したことがあり、かつ、
自動車保険へ加入する際に選定に関与した 18 歳〜 84 
歳の男⼥ 13,783 名から得た回答に基づき、株式会社
oricon ME が実施した調査です。
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マスメディアトピックス

◆	ラジオ収録

当社提供ラジオ番組、Tokyofm「TOKYO こども
TIMES」の CM ナレーターに、2021 年第 60 回電
話応対コンクール全国大会にて優秀賞を獲得した社
員を起用したり、当社社長五十嵐自身が杉浦太陽さ
んと共に番組のナレーターを務めたりしました。

◆新 TVCM 放映開始 

2023 年 1 月から、ブランドキャラクターに芦
田愛菜さんを起用して、TVCM を放映していま
す。今年新成人となった芦田さんの頼もしく自信
に満ちた演技を通じ、幅広い世代に向けて、お
客さまのために全力でまい進する SBI 損保のイ
メージをお伝えしています。

契約者懇談会開催 オフィスリニューアル

◆ 初の契約者懇談会を開催 

社内横断 PT「CX デザインチーム」が中心とな
り、当社初の契約者懇談会を開催しました。ご
契約者さまとのダイレクトなコミュニケーショ
ンを通じ、当社のことをより深く知っていただく
ことができました。

◆	渋谷オフィスリニューアル

2021 年の大阪オフィス移転・新宿オフィス
新設に続き、渋谷オフィスを大幅リニューア
ル。一人あたりの占有スペースが拡大したほか、
Web 会議専用会議室やリフレッシュスペース
を設置し、フリーアドレス制も導入するなど、
新しい働き方に対応したオフィスを実現しまし
た。

渋谷オフィス

芦田愛菜さんのプロフィール
5 歳で出演したドラマ「Mother」（日本テレビ /2010）
で脚光を浴び、以来数々の映画、ドラマ、CM などで
活躍中。第 34 回日本アカデミー賞新人俳優賞など多
数の賞を受賞。

杉浦太陽さんのプロフィール
ウルトラマンコスモスの主役で注目。辻希美さんと結
婚後は、4 児の父親として子育てにも奮闘。理想のイ
クメンランキングで 1 位に選ばれる。
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SBI グループについて

SBI グループは、日本のインターネット金融のパイオニアとして、1999 年に産声をあげました。証券事
業（SBI 証券）・銀行事業（住信 SBI ネット銀行・SBI 新生銀行）・保険事業（SBI インシュアランスグルー
プ）を中心とする金融サービス事業に加え、資産運用事業・投資事業から暗号資産事業まで幅広い分野
で成長を遂げ、 世界でも類を見ない「インターネット金融生態系」を構築してきました。2023 年 3 月末
において、グループの顧客基盤は 約 4,600 万件、売上高は 9,985 億円に上る総合金融グループに成長
しました。
 
SBI グループは、「顧客中心主義」の徹底とともに、600 を超えるグループ企業を相互に連携させること
で、グループシナジーの最大化を図っています。また、グループ外の企業とも積極的に連携する「オープン・
アライアンス戦略」を推進しています。近年は「地方創生」をキーワードとして、各地の地域金融機関と
の提携を加速させてきました。2022 年 6 月には、三井住友フィナンシャルグループとの包括的資本業
務提携について基本合意しています。
 
SBI グループは、常に時流を捉えたグループ全体戦略によって自己進化を繰り返し、「インターネット金
融生態系」を「デジタル金融生態系」へと発展させてきました。今後はさらにデジタルスペースの成長
を取り込み、「デジタルスペース生態系」の構築を目指します。

SBI グループ

SBI グループの 5 つの経営理念

・正しい倫理的価値観を持つ
・金融イノベーターたれ
・新産業クリエーターを目指す
・セルフエボリューションの継続
・社会的責任を全うする

SBI グループの事業セグメント

SBI グループの主な企業

◆金融サービス事業
	 ・証券関連事業
	 ・保険関連事業
	 ・銀行関連事業
◆資産運用事業
◆投資事業
・プライベート・エクイティ事業
・リーシングサービス
◆暗号資産事業

金
融
分
野

非
金
融
分
野

◆非金融事業
・バイオ・ヘルスケア＆メディカル

インフォマティクス事業
・WEB3.0 関連事業
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SBI インシュアランスグループ

SBI インシュアランスグループの全体像

SBI インシュアランスグループは、SBI 損保、SBI 生命、SBI いきいき少短、SBI 日本少短、SBI リ
スタ少短、SBI プリズム少短、SBI 常口セーフティ少短（※ 1）の 7 社が一体となって総合的な保険事
業を展開する、SBI グループの保険部門です。持ち株会社である SBI インシュアランスグループ株式
会社は、2018 年に東証マザーズ（現グロース市場）に上場しました。

SBI インシュアランスグループの特徴は、グループ内各社が、それぞれ特徴ある商品を展開し、独自
の販売チャネルを開拓していることにあります。各社間で商品の相互販売を推進したり、共同保険に
より魅力的な保障を実現したりするなど、グループシナジーを最大限に生かしています。AI やブロッ
クチェーン技術など最先端テクノロジーをグループ横断的に採用し、各社の優れたサービス、オペレー
ションを横展開できることも、グループ経営の強みです。

現在、SBI インシュアランスグループの保有契約件数は 250 万件を超え、証券部門（※ 2）1,000 万人、
銀行部門（※ 3）930 万人につぐ、SBI グループの中核事業に成長してきました。SBI 損保は SBI イン
シュアランスグループのけん引役として、業容拡大に努めてまいります。

※ 1  正式社名は、SBI 損害保険（株）、SBI 生命保険（株）、SBI いきいき少額短期保険（株）、SBI 日本少額短期保険（株）、
SBI リスタ少額短期保険（株）、SBI プリズム少額短期保険（株）、SBI 常口セーフティ少額短期保険（株）です。

※ 2  SBI 証券、SBI ネオモバイル証券、SBI ネオトレード証券および FOLIO4 社の証券口座数は、2023 年 3 月末現在、1,003
万口座です。

※ 3  住信 SBI ネット銀行および SBI 新生銀行の預金口座数は、2023 年 3 月末現在、それぞれ 614 万口座、316 万口座です。

SBI 損保 自動車保険 がん保険 火災保険　海外旅行保険　法人向け商品

SBI 生命 死亡保険　医療保険　就業不能保険　団体信用保険　

SBI いきいき 死亡保険　医療保険　通販型ペット保険

SBI 日本少短 家財保険　テナント保険　バイク保険　自転車保険

SBI リスタ 地震費用保険　ペット賠償責任保険　結婚式総合補償保険

SBI プリズム ペット保険

SBI 常口セーフティ 家財保険

代表的な商品
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経営戦略本部 経営企画部 経営企画課　ビジネス開発課
イノベーション推進室

商品開発部 商品開発課　商品管理課

情報システム部 セキュリティ対策室　運用管理課
開発 1 課　開発2 課　開発 3 課

コーポレート本部 総務人事部 人事課　総務課

経理財務部

リスク・コンプライアンス部 法務コンプライアンス課　リスク管理課　
業務品質管理課

営業本部 マーケティング部 マーケティング企画課　
マーケティング業務課

パートナービジネス開発部 アライアンス推進課　代理店営業課

ソリューションマネジメント部 企画課　業務課

グループシナジー推進部

カスタマー本部 CS 企画推進部 CS 企画課　CS 推進課

カスタマーサービス 1 部 東京契約課　東京事務課

カスタマーサービス 2 部 医療保険課　火災保険課

カスタマーサービス 3 部 佐賀契約課　福岡契約課

カスタマーサービス 4 部 佐賀保全課　佐賀事務課

損害サービス本部 損害サービス業務部 企画課　業務課　SC 管理課　デジタル推進課
サービスネットワーク課　

損害サービス１部 事故受付初期対応センター　画像鑑定センター
東京傷害 SC　火災医療保険 SC　東京第 1SC

損害サービス２部 東京第２SC　東京第３SC　東京第４SC
東京第５SC

損害サービス３部 大阪第１SC　大阪第２SC　大阪第３SC
福岡第１SC　福岡車両 SC

損害サービス４部 仙台第１SC　仙台傷害 SC　仙台車両 SC

社長直轄 内部監査室　お客様相談室
金融法人戦略室　社長室

SBI 損保の組織体制

（2023 年 7 月現在）

株主総会 保険計理人

経営会議 IT戦略委員会 BX会議

コンプライアンス委員会 リスク管理委員会 「お客さまの声」対応委員会

取締役会

代表取締役社長

監査役会
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本店

東京都港区六本木1-6-1　泉ガーデンタワー16階

仙台市青葉区一番町2-2-13　仙建ビル8階

仙台オフィス
仙台サービスセンター

大阪オフィス
大阪サービスセンター

大阪市北区中之島3-2-18 住友中之島ビル3階

新宿オフィス
東日本コンタクトセンター

福岡オフィス
西日本コンタクトセンター福岡サテライト

福岡サービスセンター

東京都新宿区西新宿4-33-4 住友不動産西新宿ビル4号館3階

福岡市中央区大名1-4-1　NDビル7階

渋谷オフィス
東京サービスセンター

東京都渋谷区道玄坂1-10-8　渋谷道玄坂東急ビル4階・5階・7階

鳥栖オフィス
西日本コンタクトセンター

佐賀県鳥栖市本鳥栖町537-1　フレスポ鳥栖2階

SBI 損保の事業拠点
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年 当社のあゆみ SBI グループのあゆみ 主な出来事
2008 ダイレクト系損保として営業開始 1999 年 創業

2003 年 証券事業参入
2007 年 銀行事業参入

北京オリンピック
リーマンショック

2009 グループ創業 10 周年 消費者庁発足

2010 契約件数 20 万件突破 サッカーＷ杯南アフリカ大会

2011 東京コンタクトセンター開設 東日本大震災

2012 実額補償型がん保険の発売開始 少額短期保険業に参入 ロンドンオリンピック

2013 大阪損害サービスセンター開設
九州コンタクトセンター開設

アベノミクス始動

2014 元受正味保険料 200 億円突破 ウクライナ危機
イスラム国勢力拡大

2015 契約件数 70 万件突破 SBI 生命が誕生 インバウンド爆買い

2016 火災保険の販売開始 収益 2500 億円突破 熊本地震
リオデジャネイロオリンピック

2017 元受正味保険料 300 億円突破 グループ顧客基盤 2000 万人突破 日経平均 25 年ぶり高値

2018 契約件数 100 万件突破
仙台オフィス、福岡オフィス開設
法人・企業分野への参入

持株会社 SBI インシュアランスグループが
上場

平昌オリンピック
西日本豪雨

2019 カシャッピ R を開発、サービス開始
五十嵐正明社長就任

グループ創業 20 周年
第四のメガバンク構想

令和に改元
ラグビー W 杯

2020 大分トリニータのスポンサー開始
元受正味保険料 450 億円突破

傘下の少短が 5 社に 新型コロナの感染拡大
九州豪雨

2021 医療保険の販売開始 新生銀行グループ入り 東京オリンピック

2022 大阪オフィス移転、新宿オフィス開設 SMBC グループと包括的資本業務提携 ウクライナ侵攻
サッカー W 杯カタール大会

2023 芦田愛菜さんの TVCM 放映開始
海外旅行保険の販売開始
契約件数 120 万 件突破

グループ会社 600 社超
ARUHI を子会社化
SSNB が上場

WBC 日本優勝
G7 広島サミット

（注）保険商品名は通称表記、その他名称などは略称表記、数値は概算表記しています。詳細は当資料の該当ページなどを参照
ください。カシャッピ R は自動車保険のリアルタイム見積りサービスの名称です。
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SBI INSURANCE 15th anniversary

SBI損保は 開業15周年




